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安全で明るい JAL

世界に広がるＪＡＬ解雇撤回への動き

アメリカ・イギリス・オーストラリアで

日本大使館に要請
各国のＩＴＦ（国際運輸労連）加盟組合

phenix253 号 p.4

展望が見えない！

    ＪＡＬグループ多くの職場で退職相次ぐ

 

パイロットの退職が問題になっていますが、整備やグランドハンドリングの職場でも

退職が相次いでおり安全運航を支える層のぜい弱化も懸念されています
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もうひとつの解雇撤回裁判

契約制客室乗務員雇い止め裁判

東京高裁に控訴

日本航空の契約制客室乗務員が、3 年目の契約を更新されず雇い止めされたことは不

当として 東京地裁に訴えていた裁判で、 10 月 31 日の判決はパワハラ面談の一部を

http://jfcob1.web.fc2.com/phenix253_4.pdf
http://jfcob1.web.fc2.com/phenix253_3.pdf


認め損害賠償 20 万円の支払義務を会社に下しました。

しかし一方では公判中の 8 月に突然交代した古久保裁判官は、1 年以上にわたっ

て原告が受け続けたその他のパワハラ面談の殆どを「指導の一環であった」とし、

上司が評価を低位に”改ざん“した事実や 原告だけ規定に反したチェックをした事

など数々の事実には一言も言及せず、退職強要をし続けた結果の雇い止めの関係性

には全く触れないままの不当判決でした。 原告そして被告の日本航空双方が控訴し

ました。
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